










支倉常長一行は、翌年 1614 年 1月 22 日、出発からほぼ 3ヶ月して、メキ
シコのサカトラに着き、さらに南下して 1月 25 日にアカプルコ港に到着し
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一行は 1614 年 5 月 8 日に、メキシコ市を発ち、6 月 10 日にサン・フア
ン・デ・ウルーワからスペインに向けて出港した。支倉常長とその一行は、
大西洋を渡った最初の日本人である。彼らは 4ヶ月近い航海を経て、スペイ
ンのサン・ルーカル・デ・バラメダ港に 10月 5 日に到着し、そこからはガ
レーラ船で川を遡り、コリア・デル・リオ（図 5・図 6）で上陸した。その
後 10月 21 日にルイス・ソテロの故郷セビーリャに着いた一行は、市をあげ












とになり、1615 年 1月 30 日にようやく国王フェリーペ 3世に謁見して、正
宗の書状と協定案を提出し、同時に国王臨席のもとで洗礼を受けることを希






月 22 日にマドリードを発って、大学都市アルカラ・デ・エナレス（図 12）
やサラゴーサなどを経て、一行は 9月 5 日にバルセロナに着いた。そして、
9月下旬に出帆した彼らは、ジェノヴァ経由で、10月 18 日にローマの港チ


























1617 年 7月 4 日に、半ば追われるようにセビーリャを発ってメキシコに向
かった。
支倉常長がマニラを経由して、長崎に帰ったのは、1620 年 8月末だと考
えられる。それから仙台に帰郷したのは、9月 20 日、出航から 6年 11ヶ月、
ほぼ 7年後のことだった。『伊達治家記録』には、「南蛮国ノ事物、六右衛門
物語ノ趣、奇怪最多シ」とある。この短い記述の中に、日本史上稀なヨー







































































































ロザリオの形としては、10珠が 5組、輪になっているという 16 世紀に確
立した形式が最も一般的である。また、ロザリオの祈りを 3回繰り返すため











石商を描いた作品（図 31・図 32）では、数珠の数は 5・4・5 の形式になっ
ている。

















































オの遺品も残っている（図 25・図 26・図 28）。常長のロザリオの場合、ロ
ザリオの部分と、指輪とが切り離して使えるようになっていた可能性もあ
る。支倉常長のもう一つの肖像画、ローマのボルゲーゼ宮殿に残る肖像画





















































































( 1 ）支倉常長と慶長遣欧使節に関しては、『仙台市史特別編 8慶長遣欧使節』（仙台市、
2010 年）を参照されたい。まとまった伝記としては、五野井隆史『支倉常長』（吉
川弘文館「人物叢書」2003 年）が最も信頼できる優れた著書である。なお、本論は
研修先のフィレンツェ滞在中（2010 年 4月〜2011 年 2月）に執筆されたため、註な
どが十分ではない。その点は、ご了解願いたい。






について講演をする機会を得た。Giappone, Tutela e conservazione di antiche
tradizioni（日本・古き伝統の保護と保存）a cura di Olimpia Niglio e Koji Kuwakino,
Pisa University Press, 2010. という日伊の学者による共同出版の記念に行われたシ











esempidiarchitettura. it/articoli. php?mod = oggetti&o_nome = articolo&modAzione
= scheda&o_id=151_ITA




る。Amazones et cavaliers, Hommage ã Claude Dèruet ,Musèe des Beaux-Arts de




( 7 ）ロザリオの歴史については J. Miller, Beads and Prayers: The Rosary in History and
Devotion, Continuum, 2001、あるいは U. Frei und F. Buehler, Der Rozenkranz,
























図 11　跣足女子修道院内部 図 12　アルカラ・デ・エナレス大学（学
長より歓待された）
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図 13　ヤン・ファン・エイク　アルノ
ルフィーニ夫妻の肖像　ロンドン・
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図 21　16・17 世紀の 10 珠のロザリオ
（ツェーンナー）の例　ケルン教区
博物館






図 24　図 23 の部分
94
図 25　指輪のついた 10 珠のロザリオ　
ビューラー・コレクション蔵
図 26　指輪のついた 10 珠のロザリオ　
ビューラー・コレクション蔵
図 27　指輪のついた 10 珠のロザリオ 図 28　アイルランドのキリスト教徒の
ロザリオ（現代の複製品）
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図 29　ルドヴィコ・カラッチ　ロザリ
オの聖母　ボローニャ国立美術館
図 30　図 29 の部分
図 31　フランドル＝ドイツの画家　宝石商の肖像　
1530－40　シエナ国立絵画館




図 34　図 33 の部分
図 35　図 33 の部分 図 36　図 33 の部分
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図 45　クイリナーレ宮　ローマ　サー
ラ・レージャ
図 46　アゴスティーノ・タッシ　日本
外交使節団　1616－17 年　クイリ
ナーレ宮
図 47　ジャック・カロー　クロード・
デリュエ父子　ルーヴル美術館
図 48　クロード・デリュエ　フランス
王ルイ 13 世の肖像　個人コレク
ション
